
秦
良
●

平
安
時
代
の

立

夏
l重⊇

令

て 宮 な と 存 い は 定 こ 即
い と ど 本 い 在 様 な 型 れ 位 ｢

孟
v

5

1

芸雫晶芸誓旨; 芸畠芸茜

雲要撃蓋妻雲葦…雲量等量
裏

芸重責蓋萱墓霊芝歪蓋蔓
冨≡雲嘉萱畏窒霊室童
映 后 卿 化 と 興 な 代 い で

さ ･

目 し い 味 変 か る あ
れ 中 記 た う 深 化 ら

o

る

池
田

辛
恵

紀 子

量喜薯重富奮酪

奈
良

･
平
安
時
代
の
立
后
宣
命

一
､
は
じ
め
に

｢五
国
史
｣
や
平
安
時
代
の
公
卿
日
記
に
は
､
国
家
的
な
儀
式
で
あ
る

即
位
や
譲
位
'
立
太
子
､
立
后
な
ど
の
宣
命
が
複
数
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
う
ち
'
即
位
や
譲
位
'
立
太
子
の
宣
命
に
は
､
奈
良
時
代
か
ら

定
型
の
宣
命
文
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
､
そ
の
文
章
に
大
き
な
変
化

は
な
い
が

(注
1
)
'
立
后
宣
命
に
は
種
々
の
宣
命
文
が
見
ら
れ
､
興
味
深

い
様
相
を
呈
し
て
い
る
｡
そ
の
背
景
に
は
'
皇
后
や
中
宮

(注
2
)
と
い
う

存
在
そ
の
も
の
が
､
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
末
に
か
け
て
多
様
化
し
た

と
い
う
歴
史
的
事
実
が
存
す
る
｡

本
稿
で
は
､
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
末
ま
で
の
歴
史
書
や
公
卿
日
記

な
ど
の
記
録
類
に
記
さ
れ
た
立
后
記
事
や
宣
命
を
取
り
上
げ
'
皇
后

･
中

宮
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
変
化
が
､
宣
命
の
文
章
に
い
か
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

池
田

幸
恵

二
､
奈
良
時
代
の
立
后
宣
命

天
平
元

(七
二
九
)
年
八
月
十
日
'
聖
武
天
皇
は
藤
原
不
比
等
の
娘
光
明

一

子
を
皇
后
に
定
め
､
同
月
二
十
四
日
に
立
后
宣
命
を
宣
布
し
た
｡
『
続
日
本

-

紀
』
に
収
め
ら
れ
た
そ
の
宣
命
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

(注
3
)｡

l

天
皇
大
命
良
麻
止
親
王
等
又
汝
王
臣
等
語
賜
幣
止
勅
久
皇
朕
高
御
座
ホ
坐

初
由
利
今
年
ホ
至
麻
氏
六
年
ホ
成
奴
｡
①
此
乃
矧
桐
刃
創
世
ホ
嗣
坐
倒
例
刻
叫

司

.
加

久
定
賜
者
皇
朕
御
身
毛
年
月
積
奴
o
乳
刃
刊
劃
萄

州君
封

蘭
画
｣
豆
乃
葡
萄

行
水
在
｡
.耳
矧
東
下
蜘
嵐
耐
独
如
倍
伎
物ー
対
句

1必

尋

O
此
者
事
立
ホ
不
有
.
天
ホ
日
月
在
如
地
ホ
山
川

在
如
並
坐
而
可
有
止
言
事
者
汝
等
王
臣
等
明
見
所
知
在
｡
然
此
位
乎
遅

定
米
豆
良
久
波
刀
比
止
麻
布
母
己
我
夜
気
授
留
人
乎
波
1
日
二
日
止
択
比
十

日
廿
日
止
試
定
止
斯
伊
波
婆
許
貴
太
斯
伎
意
保
伎
天
下
乃
事
乎
夜
多
夜
須
久



ら 偶 令 に 皇 た け で 母

重責望貴重套喜吾至吾妻董墓L曇藍薯塾雪葦茎葉蔓
に 皇 さ 王 て あ 天 妻 親

董

鰍華喜蓋
』 天 承 親 れ と 在 嫡

2

を の

誓妻妾
葺

童

千
て

､

も 皇

述 兄 な 御
べ 弟 い 命
る 姉

､

衆
と 妹 そ 聞

行
無
止
所
念
坐
而
此
乃
六
年
乃
内
乎
択
賜
試
賜
而
今
日
今
時
眼
当
衆
乎
喚

賜
而
細
事
乃
状
語
賜
布
止
詔
勅
聞
宣
｡
賀
久
詔
者
撞
畏
支
於
此
宮
坐
氏
現

神
大
八
洲
国
所
知
倭
板
子
天
皇
我
王
祖
母
天
皇
乃
始
斯
皇
后
乎
朕
賜
日
ホ

勅
豆
良
久
女
止
云
波
婆
等
美
夜
我
加
久
云
｡
③
其
父
侍
大
臣
乃
皇
我
朝
平
助

奉
輔
車
圧
痕
任
恐
羊
供
奉
乍
夜
半
暁
時
止
休
息
弔
無
JJ浄
伎
明
心
手
持
-
壮

痕
刀
比
供
奉
手
所
見
鴨
音
貼
J
.=
宇
武
何
志
情
事
秋
冬
-
送
lL
得
と
心.'

我
児
我
王
過
売
罪
無
有
者
捨
麻
須
奈
忘
麻
須
奈
止
負
賜
宣
賜
志
大
命
依
而
加

ホ
加
久
容
抄
年
乃
六
年
乎
試
賜
使
賜
氏
此
皇
后
位
平
授
賜
｡
然
毛
朕
時
乃

ホ
波
不
有
.
⑤
署

叫
剖
封
刊
例

矧
舟
山
射
創
劃
劇
著

軸
.
今
米

豆
良
可
ホ
新
伎
政
者
不
有
本
由
理
行
来
迩
事
曽
止
詔
勅
聞
宣
｡

そ
の
宣
命
文
は
か
な
り
長
く
'
立
后
の
理
由
と
し
て
は
'
①
皇
太
子
の

母
で
あ
っ
た
こ
と
'
②

｢し
り
へ
の
政
｣
を
司
る
皇
后
は
必
ず
置
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
'
③
父
で
あ
る
太
政
大
臣
藤
原
不
比
等
が
朝
廷
の
大
き
な
助

け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
'
④
六
年
間
皇
后
と
し
て
相
応
し
い
か
試
み
て
き

た
こ
と
､
⑤

(臣
下
の
娘
を
皇
后
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
)
大
鶴
鵜
天

皇

(仁
徳
天
皇
)
が
､
葛
城
曽
豆
比
古
の
娘
で
あ
る
伊
波
乃
比
売
命
を
皇
后

に
し
た
と
い
う
前
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
長
文
で
説
明
的
な
宣
命
文
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
の
は
､

令
制
で
は

｢妃
二
員
/
右
四
品
以
上
｣
(後
宮
職
員
令
妃
粂
)
と
､
天
皇
の
配

偶
者
の
最
上
位
で
あ
る
妃
は
品
階
を
有
す
る
内
親
王
で
あ
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
お
り
､
律
令
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
な
が
ら
も
'
皇
后
も
当
然
内

親
王
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
｡

な
お
､
皇
后
に
関
し
て
は
'
『
令
集
解
』
に

｢皇
后
｡
(謂
｡
天
子
之
嫡

妻
也
｡
揮
云
｡
皇
后
｡
天
子
嫡
也
｡
昔
今
通
稀
｡
朱
云
｡
皇
后
者
｡
不
在

天
子
之
母
｡
只
稀
皇
后
耳
｡
先
帝
今
帝
之
后
並
同
也
)｣
(公
式
令
平
出
粂
)
と

あ
り
､
皇
后
は
先
帝
'
今
帝
を
問
わ
ず
天
子
の
嫡
妻
で
あ
る
と
規
定
さ
れ

て
い
る
｡

ま
た
'
宣
命
文
中
に
あ
る

｢し
り
へ
の
政
｣
は
'
皇
后
が
女
官
や
内
親

王
を
統
治
す
る
こ
と

(注
4
)
を
指
し
て
お
り
､
後
の
立
后
宣
命
に
も
継
承

さ
れ
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
｡

光
明
子
の
次
の
立
后
は
'
宝
亀
元

(七
七
〇
)
年
十

1
月
六
日
の
光
仁
天

皇
の
井
上
内
親
王
立
后
で
あ
り
'
そ
の
宣
命
文
は
同
じ
く

『
続
日
本
紀
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

現
神
大
八
州
所
知
倭
根
子
天
皇
詔
旨
止
宣
詔
旨
乎
親
王
王
臣
百
官
人
等

天
下
公
民
衆
間
食
宣
｡
朕
以
劣
弱
身
承
鴻
業
呈
恐
利
畏
進
毛
不
知
ホ
退
毛

不
知
ホ
所
念
波
貴
久
慶
伎
御
命
日
独
能
味
夜
受
給
武
止
所
念
皇
奈
毛
法
能
麻
ホ
顔

ホ追
皇
掛
恐
御
春
日
宮
皇
子
奉
称
天
皇
又
兄
弟
姉
妹
諸
王
子
等
悉
作
親

王
nn
冠
位
上
給
治
給
｡
又
以
剰
月
剰
矧
割
田
叫劃
何
州叫宣
天
皇
御
命
衆
聞

食
宣
｡

立
后
宣
命
そ
の
も
の
で
は
な
く
'
光
仁
天
皇
の
即
位
に
と
も
な
い
､
そ

の
父
で
あ
る
春
日
宮
皇
子

(志
貴
皇
子
)
に
天
皇
号
を
追
号
L
t
兄
弟
姉
妹

を
親
王
に
す
る
と
い
う
内
容
の
宣
命
の
最
後
に
立
后
に
つ
い
て
述
べ
る
と

2
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い
う
形
に
な

っ
て
お
り
'
皇
后
に
選
定
し
た
理
由
や
そ
の
役
割
等
に
つ
い

て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡

奈
良
時
代
に
皇
后
と
な

っ
た
の
は
'
右
に
み
た
藤
原
光
明
子
と
井
上
内

親
王
の
他
'
桓
武
天
皇
皇
后
の
藤
原
乙
牟
漏
の
例
が
あ
る
が
'
そ
の
宣
命

文
は

『
続
日
本
紀
』
に
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
'
内
容
は
不
明
で
あ
る
｡

三
､
平
安
初
期
の
立
后
宣
命
-
立
后
宣
命
の
定
型
化
-

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六

(八
1
五
)
年
七
月
十
三
日
条
に
は
､
嵯
峨
天
皇

の
皇
后
で
あ
る
橘
嘉
智
子
の
立
后
宣
命
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

天
皇
大
命
良
万
止
勅
布
大
命
乎
親
王
等
臣
等
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食

止
宣
｡
署

止
自
古
行
来
魯
事
劃
笥

矧
判
乃
画
測
矧

叫奔
毛
常
葡
所
矧
肴
行
智

故
是
以
警

固
樹
対
刃
判
型
同
山
封
矧
利
｡
故
此
状
乎
悟
而
供
奉
止
勅
布

天
皇
御
命
乎
衆
聞
食
止
宣
｡

｢食
園
天
下
政
波
濁
知
倍
伎
物
ホ
波
不
有
｡
必
母
斯
理
弊
乃
政
有
倍
之
｣
と
'

光
明
子
の
立
后
宣
命
に
も
見
ら
れ
た

｢し
り
へ
の
政
｣
に
つ
い
て
述
べ
､
｢皇

后
定
皇
志
間
中
乃
政
波
成
物
止
奈
毛
常
毛
所
聞
看
行
須
｣
と
､
皇
后
の
役
割
に
言

及
し
て
い
る
｡
な
お
'
｢聞
｣
は

『
観
智
院
本
類
架
名
義
抄
』
に

｢
シ
キ
ミ

(○
上
○
)､
ト
シ
キ
ミ

(上
上
濁
上
上
)､
ト
ノ
シ
キ
ミ

(上
上
上
上
上
)｣
(法

下
四
十
オ
)
と
あ
る
よ
う
に
､
門
戸
の
内
外
を
区
切
る
横
木

(後
の
し
き
ゐ
)

の
こ
と
で
あ
り
'
｢間
中
の
政
｣
は

｢し
り

へ
の
政
｣
と
同
様
'
後
宮
を
統

治
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
'
『
朝
野
群
載
』
巻
十
二

｢内
記
｣
に
は
､
村
上
天
皇
の
皇
后
で
あ

る
藤
原
安
子
の
立
后
宣
命

(天
徳
二
年
十
月
廿
七
日
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

現
神
止
大
八
洲
園
所
知
須
倭
根
子
天
皇
大
命
良
万
止
勅
大
命
遠
親
王
諸
王

諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
止
宣
｡
比
年
国
家
毛
弊
衰
多
礼
波
公
費

在
倍
支
政
波
行
給
波
之
止
所
念
行
止
毛
食
圃
天
下
政
波
濁
知
倍
支
物
仁
波
不

有
｡
必
毛
斯
理
弊
乃
政
有
借
之
止
自
首
行
来
留
事
皇
后
定
天
之
間
中
乃
政
波

成
物
止
奈
牟
常
所
聞
行
須
｡
故
是
以
女
御
従
二
位
藤
原
安
子
朝
臣
乎
皇
后

』
凪
楓
｡
側
署

対
矧
樹
紬
寓
矧

和
利
｡
此
状
乎
悟
而
供

奉
止
勅
布
天
皇
御
命
平
衆
聞
食
止
宣
｡

｢比
年
国
家
毛
弊
衰
多
礼
波
公
費
在
倍
支
政
波
行
給
波
之
止
所
念
行
｣
｢但
請

事
波
不
接
菖
例
之
天
従
倹
約
天
行
給
布
｣
と
い
う
国
家
の
弊
衰
に
言
及
し
､
倹

約
に
従
う
と
い
う
文
言
が
あ
る
点
を
除
く
と
'
主
要
な
部
分
は
先
の
橘
嘉

智
子
の
立
后
宣
命
と

一
致
し
て
お
り
'
平
安
初
期
に
は
立
后
宣
命
の
定
型

化
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

四
㌧
平
安
中
期

の
立
后
宣

命-二后
併

干

3



れ と 城 で 可 仰 記 文 記 行 う 人 皇 皇

重
宝

裏書警芸奉書雪茎夏雲夏至喜雷
撃

萱草曇警
但
有
先
立

袷

･句

中
宮
ヽ

園
内

斯
理

弊
伎
政

文
可
被
除

翠

抑
可

計
行

的 が う 十 た の 得 存 た な

曇蓄書聖警重曹書芸吾
命位 后 臣 現

8
o

豪警葦蓋

軸 志望重毒暮雲蔓撃
4

長
保
二

(
1
0
0
0
)
年
二
月
廿
五
日
､
藤
原
道
長
の
娘
彰
子
が

1
条
天

皇
の
皇
后
に
冊
立
さ
れ
た
｡
そ
の
際
､
皇
后
藤
原
定
子
の
中
宮
職
を
改
め

皇
后
官
職
と
L
t
新
た
に
彰
子
に
中
宮
職
を
附
置
し
た
こ
と
に
よ
り
､
二

人
が
そ
れ
ぞ
れ
皇
后

･
中
宮
と
な
り
､
現
天
皇
の
妻
后
が
併
立
す
る
と
い

う
事
態
が
生
じ
た
｡

彰
子
の
立
后
は
､
藤
原
道
長
が
外
戚
と
し
て
の
地
位
を
固
め
る
た
め
強

行
し
た
も
の
で
あ
り
､
そ
の
経
緯
や
立
后
理
由
は
藤
原
行
成
の
日
記

『
権

記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る

(長
保
二
年
正
月
廿
八
日
条
な
ど
)
が
､
宣
命

文
そ
の
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
の
文
言
の
一
部
に
つ
い
て
は
､
『権

記
』
長
保
二
年
二
月
廿
五
日
条
に

｢先
之
右
大
臣
被
参
'
有
召
参
書
御
座
､

仰
云
､
以
皇
后
篤
皇
太
后
'
以
女
御
従
三
位
藤
原
朝
臣
彰
子
烏
皇
后
之
由

可
仰
､
即
到
右
杖
仰
右
大
臣
｣
と
あ
り
'
彰
子
に
附
さ
れ
た
の
は
中
宮
職

で
あ
る
が
'
そ
の
宣
命
文
に
は

｢皇
后
｣
と
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

1
条
天
皇
と
同
様
に
､
次
の
三
条
天
皇
の
場
合
も
､
藤
原
道
長
の
娘
研

チ

(中
宮
職
)
と
､
故
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将
藤
原
済
時
の
娘
賊
子

(皇
后
官

職
)
の
二
人
の
皇
后
が
立
て
ら
れ
て
い
る
｡

藤
原
娘
子
立
后
の
内
弁
を
勤
め
た
藤
原
実
資
の
日
記

『
小
右
記
』
に
は

娘
子
立
后
の
日
の
儀
式
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
お
り
､
そ
れ
に
よ
る

と
､
立
后
宣
命
の
内
容
に
つ
い
て
'
道
長
の
手
に
よ
っ
て
変
更
が
加
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
分
か
る
O

申
終
許
内
記
蹄
来
云
'
宣
命
草
内
覧
左
府
'
命
云
､
宣
命
文
不
達
例
文
､

但
有
先
立
給
后
'
中
宮
'
園
内
斯
理
弊
伎
政
文
可
被
除
欺
､
抑
可
計
行

者
､
錐
不
得
意
令
削
其
文
'
亦
奉
相
府
､
亦
命
云
'
天
下
政
と
云
文
及

其
次
文
可
停
､
亦
食
囲
止
之
天
白
古
行
来
と
可
書
､
巳
下
文
如
着
者
'
強

御
難
也
'
可
奇
也

(『小
右
記
』
長
和
元
年
四
月
廿
七
日
条
)

こ
れ
を
参
考
に
'
藤
原
賊
子
の
立
后
宣
命
を
推
定
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
｡現

神
止
大
八
洲
圃
所
知
須
倭
根
子
天
皇
大
命
良
万
止
勅
布
大
命
乎
親
王
等

臣
等
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
止
宣
｡
食
圃
止
之
天
白
古
行
来
魯
事
皇

后
定
弓
志
間
中
乃
政
波
成
物
止
奈
毛
常
毛
所
聞
看
行
須
｡
故
是
以
女
御
従
五

位
下
藤
原
賊
子
乎
皇
后
止
定
賜
布
｡
故
此
状
乎
悟
而
供
奉
止
勅
布
天
皇
御

命
乎
衆
聞
食
止
宣
｡

三
条
天
皇
に
は
藤
原
道
長
の
娘
で
あ
る
妨
子
が
先
に
立
后
さ
れ
て
い
た

た
め
'
『
小
右
記
』
に
は
､
賊
子
立
后
に
際
し
て
道
長
に
よ
る
妨
害
が
種
々

存
し
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
詳
ら
か
に
し

得
な
い
が

(注
5
)
'
宣
命
文
か
ら

｢し
り

へ
の
政
｣
と
い
う
文
言
が
道
長

の
手
に
よ
り
除
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
｡
先
に
立
后
さ
れ

た
研
子
の
立
后
宣
命
は
'
立
后
当
日
の

『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
二
月

十
四
日
条
に

｢参
太
内
､
酉
許
､
戊
時
宣
命
常
､
但
無
御
出
｣
と
あ
る
よ

う
に
､
お
そ
ら
く
定
型
の
宣
命
文
で
あ
り
､
｢し
り

へ
の
政
｣
と
い
う
文
言

が
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の

｢し
り

へ
の
政
｣
を
担
う
者
が
実
質

的
な
皇
后
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
道
長
に
は
あ
っ
た
た
め
､
娘
子
の
立
后

4
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宣
命
か
ら
は
削
除
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
｡

な
お
'
皇
后
官
職
を
附
さ
れ
た
皇
后
と
中
宮
職
を
附
さ
れ
た
皇
后
が
併

立
す
る
と
い
う
例
は
'
こ
れ
以
前
に
も
'
藤
原
連
子

(皇
后
官
職
)
と
藤
原

定
子

(中
宮
職
)
の
例
が
存
す
る
｡
し
か
し
､
連
子
は
先
帝
円
融
天
皇
の
､

定
子
は

一
条
天
皇
の
皇
后
で
あ
り
､
現
天
皇
の
妻
后
の
併
立
例
で
は
な
い
｡

一
条
朝
以
降
'
現
天
皇
の
妻
后
の
併
立
例
は
八
例
を
数
え
､
そ
れ
に
よ

り
'
中
宮
を
皇
后
と
は
別
個
の
身
位
を
示
す
も
の
と
み
な
す
意
識
が
強
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

(注
6
)
｡

五
､
平
安
末
期
の
立
后
宣
命
-
現
天
皇
の
非
嫡
妻
の
立
后
-

寛
治
五

(
一
〇
九
二

年
正
月
廿
二
日
'
白
河
上
皇
の
意
向
に
よ
り
､
堀

河
天
皇
の
姉
で
あ
る
嬉
子
内
親
王

(白
河
天
皇
第
一
皇
女
)
が
､
同
母
弟
で
あ

る
堀
河
天
皇
の
中
宮
と
し
て
立
后
さ
れ
た
｡
そ
の
宣
命
文
が

『
後
二
条
師

通
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
｡

現
神
と
大
八
洲
園
所
知
須
倭
根
子
天
皇
大
命
良
万
止
勅
布
大
命
を
親
王
諸

王
諸
臣
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
間
食
と
宣
｡
朕
以
幼
齢
天
恭
嗣
賛
位
計
利
｡

而
太
上
天
皇
仰
天
宣
者
U
t
矧
引町村
親~
丑
国

風
と
之
天
心
整
操
修
天

御
坐
す
る
を
此
内
親
王
を
如
所
生
ホ
相
懲
相
頼
与
仰
せ
賜
へ
る
か
上
木
鮪
事
天

心
興
ホ
依
天
如
所
生
布
尊
登
計
奉
仕
と
所
念
行
天
奈
牟
'
故
是
以
智

矧
川矧

主

故
此
状
乎
悟
而
供
奉
と
勅
布
天
皇
大
命

王
を
皇
后
崇
奉
留
｡

非

質

を
衆
間
食
と
宣
｡

こ
の
嬉
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
に
は

｢同
胞
之
親
｣
｢如
所
生
ホ
相
想
相

頼
与
｣
｢皇
后
崇
奉
留
｣
と
い
う
文
言
が
あ
り
'
親
と
し
て
頼
り
崇
め
奉
る

と
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ま
で
の
立
后
宣
命
で
は

｢皇
后
止
定
賜
布
｣
と
天

皇
の
行
為
に

｢賜
ふ
｣
が
付
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
､
こ
の
宣
命
で
は

｢皇

后
崇
奉
留
｣
と
天
皇
の
行
為
に

｢奉
る
｣
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
､

通
常
の
立
后
と
は
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

こ
の

｢崇
奉
｣
と
い
う
語
の

｢五
国
史
｣
宣
命
で
の
使
用
例
を
見
て
み

る
と
､
正
月
七
日
の
白
馬
節
会
の
際
の
宣
命
に
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

凡
鳥
人
子
者
有
恨
事
時
ホ
波
必
先
都
於
夜
乎
崇
紡
毛
乃
止
奈
毛
聞
行
須
｡
故

是
以
皇
太
后
乎
大
皇
大
后
ホ
皇
太
夫
人
乎
皇
大
后
ホ
上
奉
利
崇
奉
留
｡

(『
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
正
月
七
日
条
)

凡
鳥
人
子
者
有
悦
事
時
ホ
波
必
先
都
於
夜
乎
崇
紡
毛
乃
止
奈
毛
聞
行
須
o

故

是
以
皇
太
后
乎
太
皇
大
后
ホ
皇
太
夫
人
乎
皇
太
后
ホ
上
奉
利
崇
奉
留
｡

(『
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
正
月
七
日
条
)

貞
観
六
年
の
例
で
は
､
清
和
天
皇
が
祖
母
で
あ
る
藤
原
順
子
を
太
皇
太

后
に
'
母
で
あ
る
藤
原
明
子
を
皇
太
后
に
､
元
慶
六
年
の
例
で
は
'
陽
成

天
皇
が
祖
母
で
あ
る
藤
原
明
子
を
太
皇
太
后
に
､
母
で
あ
る
藤
原
高
子
を

皇
太
后
に
上
げ
奉
り
崇
め
奉
る
と
い
う
文
脈
で

｢崇
奉
｣
が
用
い
ら
れ
て

5
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い
る
｡
こ
れ
ら
の
例
か
ら
も
'
嬉
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
は
天
皇
の
嫡
妻

と
し
て
の
皇
后
で
は
な
く
､
母

(准
母
)
と
し
て
の
皇
后
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
｡

な
お
'
こ
の
嬉
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
に
は

｢此
事
者
只
朕
加
愚
慮
杯
始

行
布
事
不
着
非
寿
経
代
乃
賢
主
母
奮
迩
有
と
奈
牟
所
聞
悉
行
寿
｣
と
､
旧
例
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
旧
例
と
は
､
寛
平
九

(八
九
七
)
年
に

醍
醐
天
皇
の
即
位
と
同
時
に
養
母
と
し
て
皇
太
夫
人
に
定
め
ら
れ
た
藤
原

温
子
の
こ
と

(実
母
の
藤
原
胤
子
は
既
に
卒
去
)
を
指
し
て
お
り
､
『
日
本
記
略
』

(醍
醐
天
皇
)
に
は
'
｢天
皇
御
南
殿
O
以
先
皇
皇
大
夫
人
班
子
女
王
焦
皇
太

后
｡
従
三
位
藤
原
朝
臣
温
子
烏
皇
后
｣
(寛
平
九
年
七
月
廿
六
日
条
)'
｢皇
大
夫

人
藤
原
朝
臣
温
子
崩
｡
年
埜
ハ
.
競
七
候
皇
后
o
天
皇
之
継
母
O
又
養
母
也
｣

(延
喜
七
年
六
月
七
日
条
)
と
あ
る

(注
7
)
｡

し
か
し
､
藤
原
温
子
は
醍
醐
天
皇
の
父
で
あ
る
宇
多
天
皇
の
女
御
で
あ

り
､
彼
女
が
養
母
と
し
て
皇
太
夫
人
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
､
未
婚
の
内

親
王
で
堀
河
天
皇
の
姉
で
あ
る
嬉
子
内
親
王
が
准
母
と
し
て
皇
后
に
定
め

ら
れ
た
こ
と
を
'
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

こ
の
よ
う
に
､
天
皇
と
配
偶
関
係
に
な
い
内
親
王
を
内
親
王
優
遇
の
た

め
に
皇
后
に
立
て
る
こ
と
は
､
嬉
子
内
親
王
以
降
､
娃
子
の
妹
令
子
内
親

王

(白
河
天
皇
第
三
皇
女
)､
亮
子
内
親
王

(後
白
河
天
皇
第
一
皇
女
)
な
ど
､
文

保
三
(
三
二
九
)
年
の
奨
子
内
親
王
の
例
ま
で
､
十

一
例
を
数
え
る
(注
8
)
｡

こ
れ
ら
の
内
親
王
を

｢皇
后
｣
と
称
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
'
令
子
内
親

王
を
'
そ
の
甥
で
あ
る
鳥
羽
天
皇
の
准
母
と
し
て
冊
立
し
た
際
､
｢母
儀
ハ

何
后
と
可
載
宣
命
哉
'
令
仰
云
､
多
是
鳥
皇
大
夫
人
､
然
而
依
非
寮
母
'
殊

有
其
恐
'
仇
可
鳥
皇
后
宮
'
其
由
可
令
載
宣
命
｣
(『殿
暦
』
嘉
承
二
年
十
二
月

一
日
条
)
と
い
う
議
論
が
あ
り
､
天
皇
の
実
母
で
な
い
た
め
に
､
皇
太
夫
人

を
悼
っ
ぐ
皇
后
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
｡

な
お
､
令
子
内
親
王
の
場
合
は
'
『
中
右
記
』
嘉
承
二

(
二

〇
七
)
年
十

1
月
廿
六
日
条
に

｢清
和
母
后
'
井
陽
成
院
母
后
'
共
御
即
位
日
立
后
之

由
'
同
被
載
宣
命
文
之
故
､
今
度
可
依
彼
例
欺
｣
と
あ
り
'
清
和
天
皇
の

母
后
藤
原
明
子
と
陽
成
天
皇
の
母
后
藤
原
高
子
を
'
両
天
皇
の
即
位
の
際

に
皇
太
夫
人
と
し
､
即
位
宣
命
に
そ
の
旨
を
記
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
お

り
､
令
十
内
親
王
は
准
母
と
い
う
よ
り
実
母
と
し
て
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る

(注
9
)
0

辞
別
宣
久
.
凡
人
子
乃
蒙
福
麻
久
欲
烏
流
事
波
於
夜
乃
多
米
ホ
止
奈
母
聞
行
須
｡

故
足
以
朕~
楓
副
署

蘭
.

(『三
代
実
録
』
天
安
二
年
十
1
月
七
日
条
･
清
和
天
皇
即
位
宣
命
)

辞
別
宣
久
O
凡
人
子
乃
蒙
福
末
久
欲
篤
流
事
波
於
夜
乃
多
米
ホ
止
奈
毛
聞
行
須
0

故
是
以
励
璽

仰
劃
渦
｡

(『三
代
実
録
』
元
慶
元
年
正
月
三
日
条
･
陽
成
天
皇
即
位
天
皇
)

内
親
王
を
母
と
し
て
立
后
す
る
場
合
に
は
'
先
の
娃
子
内
親
王
の
よ
う

に
准
母
と
す
る
場
合
と
'
令
子
内
親
王
の
よ
う
に
実
母
同
様
に
み
な
す
場

合
と
二
通
り
あ
っ
た
の
で
あ
る

(注
10
)0

娃
子
内
親
王
と
同
様
に
､
准
母
と
し
て
立
后
さ
れ
た
場
合
の
宣
命
例
は
'

公
卿
日
記
に
も
う

一
例
見
ら
れ
､
『
玉
葉
』
寿
永
元

(
〓

八
二
)
年
八
月
十

6
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四
日
条
に
'
安
徳
天
皇
の
亮
子
内
親
王
立
后
の
宣
命
文
が
収
め
ら
れ
て
い

る
｡

現
神
卜
大
八
洲
国
所
□

倭
根

nU
命
良
万
止
勅
大
命
乎
親
王
諸
王
諸
臣

百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
上
宣
.
無
品
内
親
王
者
禅
定
法
皇
乃
息
女
ホ

慧

棚
｡
朕
加
幼
稚
乃
身
ホ
恵
賜
天
剖
矧
洲
封
封
｡
故
是
以
尊

登
希
天
副
君
竹
m月
利
別
封
勢
矧
｡
此
事
ハ
只
朕
加
愚
慮
ホ
始
行
不
事
ホ
ハ
非
須

往
代
乃
聖
主
毛
旧
跡
有
利
｡
故
此
状
乎
悟
而
供
奉
止
勅
布
天
皇
御
命
乎
衆

聞
食
止
宣
｡

こ
の
亮
子
内
親
王
の
立
后
は
､
｢皇
后
宮
'
依
天
仁
二
条
大
宮
例
被
行
之
｣

(『
玉
葉
』
寿
永
元
年
八
月
十
四
日
条
)
と
'
令
子
内
親
王

(二
条
大
宮
)
の
例
に

依
る
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
宣
命
文
は

｢無
品
内
親
王
者
禅
定
法
皇
乃

息
女
ホ
天
於
朕
天
為
姑
太
利
｣
｢巳
如
所
生
志
｣
｢皇
后
止
上
奉
利
崇
奉
留
｣
と
'

姥
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
'
娃
子
内
親
王
と
同

様
､
安
徳
天
皇
の
准
母
と
し
て
の
立
后
で
あ
る
こ
と
が
､
そ
の
宣
命
文
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｡

平
安
時
代
末
に
は
'
先
に
見
た
堀
河
天
皇
の
嬉
子
内
親
王
の
例
の
よ
う

に
､
現
天
皇
の
准
母
と
し
て
立
后
さ
れ
る
以
外
に
も
'
現
天
皇
の
非
嫡
妻

の
立
后
-
太
上
天
皇
の
妃
の
立
后
-
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
｡
鳥
羽
上
皇

の
藤
原

(高
陽
院
)
泰
子
の
入
内

･
立
后
で
あ
り
'
そ
れ
は
泰
子
の
父
前
関

白
忠
実
の
懇
願
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る

(注
目
)｡
『今
鏡
』
(藤
波
の

上

巻
四

宇
治
の
川
瀬
)
に
は
'
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡

白
河
院
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
こ
そ
､
本
意
の
ご
と
く
､
殿
の
姫
君
た
て

ま
つ
り
給
ひ
て
'
女
御
の
宣
旨
か
ぶ
り
給
ふ
｡
皇
后
宮
に
た
ち
給
ひ
て

後
は
､
院
号
聞
え
さ
せ
給
ひ
て
'
高
陽
院
と
申
し
き
｡
院
の
後
参
り
給

へ
る
が
､
女
御
の
宣
旨
は
'
こ
れ
や
初
め
て
侍
り
け
む
｡

こ
の
よ
う
な
前
代
未
聞
の
事
態
に
お
け
る
宣
命
で
あ
る
た
め
'
そ
の
文

言
の
選
定
に
は
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
｡

勅
書
上
卿
中
宮
権
大
夫
宗
能
也
'
大
内
記
令
明
朝
臣
､
勅
旨
可
用
何
例

哉
'
太
上
皇
以
夫
人
立
后
例
未
聞
'
者
随
仰
可
令
左
右
'
上
卿
以
内
記

令
申
開
白
'
々
々
又
被
申
太
相
国
､
各
不
案
得
'
無
詳
仰
､
令
明
重
申

云
､
且
前
太
相
国
仕
三
代
朝
､
奉
公
尤
高
'
仇
以
娘
子
准
后
之
由
令
載
､

何
事
候
歎
'
太
相
国
可
然
之
由
答
給
云
々
(『長
秋
記
』
長
丞
二
年
三
月
二
日
粂
)

勅
書
の
上
卿
で
あ
る
藤
原
宗
能
が
'
大
内
記
藤
原
令
明
を
通
し
て
関
白

忠
通
や
そ
の
父
太
政
大
臣
忠
実
に
､
用
い
る
べ
き
勅
旨
の
先
例
に
つ
い
て

指
示
を
仰
い
だ
が
明
確
な
答
え
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
､
令
明
が
'
泰

子
の
父
忠
実
は
三
代
の
帝
に
仕
え
そ
の
功
績
が
高
い
こ
と
を
載
せ
る
こ
と

を
提
案
し
'
忠
実
が
了
承
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(注
は
)0

『
中
右
記
』
長
承
三
年
三
月
十
九
日
条
に
､
そ
の
宣
命
文
が
収
め
ら
れ
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て
い
る
｡

現
神
止
大
八
洲
圃
所
知
須
倭
根
子
天
皇
大
命
良
高
上
勅
布
大
命
乎
親
王
等

王
等
臣
等
百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
上
宣
｡
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
泰

子
者
副
署

到
劉
軸

心萄
徹
顧

天
御
意
爾
毛
重
久
他
給
比
天
竜

嘩
車
シ
天
､
圃
対
矧
州川剖
矧
息
習
司
ヨ

何
州
細
雪

対
副
署

矧
紺
地
､
又
皇
后
波
太
上

天
皇
乃
母
儀
干
之
天
於
朕
天
可
薦
祖
母
之
令
候
爾
依
皇
皇
乃
祖
母
能
在
后
位

遠
太
皇
太
后
上
稀
世
利
｡
尊
々
布
留
議
不
誤
之
止
所
念
行
之
天
奈
皐
､
故
是
以

皇
后
乎
太
皇
太
后
爾
上
奉
利
崇
奉
利
､
憩
室

矧
村
｡
故

此
状
遠
悟
而
供
奉
止
勅
布
天
皇
命
乎
衆
聞
食
止
宣
｡

｢前
太
政
大
臣
乃
長
女
上
之
天
太
上
天
皇
二
令
侍
シ
免
多
利
｣
｢此
大
臣
乃
忠

節
不
擁
之
天
三
代
乃
朝
廷
遠
相
舌
奈
比
奉
助
留
元
功
遠
毛
報
酬
之
免
給
比
｣
な
ど
､

『
長
秋
記
』
の
議
論
の
通
り
'
藤
原
泰
子
が
前
太
政
大
臣
藤
原
忠
実
の
長

女
で
あ
り
､
父
忠
実
の
功
に
報
い
る
た
め
に
立
后
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
｡
ま
た
､
｢心
整
操
修
｣
｢
(后
位
爾
)
尊
登
｣
な
ど
'
堀
河
天
皇
の
准

母
と
し
て
立
后
さ
れ
た
嬉
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
を
参
考
に
し
た
部
分
も

見
ら
れ
る
｡
藤
原
泰
子
は
鳥
羽
上
皇
の
皇
后
で
あ
る
が
､
皇
后
を
立
て
る

宣
命
の
主
体
は
鳥
羽
上
皇
の
皇
子
崇
徳
天
皇
で
あ
り
､
上
皇
の
妃
の
立
后

と
い
う
特
異
な
事
態
の
宣
命
で
あ
る
た
め
'
そ
の
文
章
に
も
苦
労
の
跡
が

見
え
る
｡

藤
原
泰
子
は
立
后
当
時
三
十
九
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
り
､
鳥
羽
上
皇
か

ら
寵
愛
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
'
単
な
る
名
誉
的
地
位
と
し
て
立
后
さ
れ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
が

(注
C.'.～)'
久
寿
二

(
二

五
五
)
年
に
死
去
す
る
ま

で
､
鳥
羽
院
と
父
忠
実

･
弟
頼
長
を
仲
介
し
'
彼
ら
の
提
携
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た

(注
14
)0

な
お
'
太
上
天
皇
の
妃
の
立
后
例
と
し
て
は
､
も
う

一
例
'
同
じ
く
鳥

羽
上
皇
の
藤
原

(美
福
門
院
)
得
子
の
例
が
存
す
る
｡
『帝
王
編
年
記
』
(近
衛

院
)
に

｢皇
后
藤
得
子
同
日
立
后
帝
即
位
日
依
母
儀
也
｣
と
あ
り
'
所
生
の
近

衛
天
皇
の
即
位
と
当
時
に
皇
后
に
冊
立
さ
れ
た
｡
そ
の
宣
命
文
が
残
さ
れ

て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
'
天
皇
の
生
母
で
あ
り
な
が
ら
'

皇
太
后
で
は
な
く
皇
后
に
定
め
ら
れ
た
の
は
､
先
帝
崇
徳
天
皇
の
妻
后
聖

千

(父
は
関
白
藤
原
忠
通
)
と
の
関
係
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(注
LnN
)0

寛
治
七

(
一
〇
九
三
)
年
二
月
廿
二
日
､
篤
子
内
親
王
が
堀
河
天
皇
の
中

宮
と
し
て
立
后
さ
れ
る
が
'
『
後
二
条
師
通
記
』
に
収
め
ら
れ
た
そ
の
宣
命

文
は
､
平
安
時
代
初
期
の
宣
命
文
の
定
型
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
｡
篤

子
内
親
王
は
後
三
条
天
皇
の
第
四
皇
女
で
あ
り
､
堀
河
天
皇
の
叔
母
に
あ

た
り
､
寛
治
五

(
1
〇
九
1
)
年
の
入
内
時
点
で
'
堀
河
天
皇
は
十
四
歳
'

篤
子
内
親
王
は
三
十
三
歳
と
'
か
な
り
不
自
然
な
入
内
で
あ
っ
た
｡
し
か

し
な
が
ら
､
天
皇
の
嫡
妻
と
し
て
の
立
后
に
は
'
定
型
の
宣
命
が
用
い
ら

れ
た
の
で
あ
る
｡

現
神
と
大
八
洲
園
所
知
須
倭
根
子
天
皇
大
命
良
万
と
勅
布
親
王
諸
王
諸
臣

百
官
人
等
天
下
公
民
衆
聞
食
と
宣
｡
比
年
国
家
裳
弊
衰
多
礼
波
公
費
在
弊

8



雪業驚宗避

雷萱
､

蓋慧雲慧壷至

芸雪

雲誓軍肇

暮雲壷
藁
葺毒筆重

し

潮
9

幾
政
波
行
給
波
志
と
所
念
行
と
も
食
囲
天
下
政
波
濁
知
へ
き
物
仁
波
不
有
｡
必

裳
斯
理
弊
乃
政
有
へ
き
自
古
行
来
留
事
皇
后
定
天
意
間
中
政
波
成
物
と
那
牟

常
も
所
聞
行
須
｡
故
是
以
三
品
篤
子
内
親
王
を
皇
后
と
定
賜
布
｡
但
諸
事

波
不
接
奮
例
志
天
従
倹
約
天
行
給
布
｡
此
状
を
悟
而
供
奉
と
勅
布
天
皇
御

命
を
衆
聞
食
と
宣
｡

六
へ
ま
と
め

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
末
ま
で
の
立
后
宣
命
の
文
章
に
つ
い
て
､
皇

后
と
い
う
地
位
の
変
遷
を
通
し
て
見
て
き
た
｡
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

①
奈
良
時
代
最
初
の
皇
后
で
あ
る
藤
原
光
明
子
は
､
内
親
王
で
は
な
か
っ

た
た
め
､
そ
の
宣
命
文
も
か
な
り
長
文
の
説
明
的
な
も
の
で
あ
る
｡
そ
の

宣
命
文
中
に
見
ら
れ
た

｢し
り
へ
の
政
｣
と
い
う
概
念
は
'
後
の
宣
命
に

も
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
り
'
皇
后
の
職
務
と
し
て
最
も
重
要
な
部
分

を
指
し
て
い
る
｡

②
橘
嘉
智
子
の
立
后
宣
命
の
本
文
は
､
『
朝
野
群
載
』
所
収
の
藤
原
安
子
の

立
后
宣
命
や
､
『
後
二
条
師
通
記
』
所
収
の
篤
子
内
親
王
の
立
后
宣
命
と

ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
'
立
后
宣
命
の
定
型
文
は
平
安
時
代
初
期
に
成
立
し
'

平
安
時
代
を
通
し
て
用
い
ら
れ
た
｡

③
平
安
末
期
､
皇
后
の
名
目
化
が
進
み
､
天
皇
の
母
や
上
皇
の
妃
な
ど
'

現
天
皇
の
非
嫡
妻
を
も
含
む
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
が
､
そ
れ
ら
の
場
合

に
は
立
后
宣
命
の
定
型
文
は
用
い
ら
れ
ず
'
そ
れ
ぞ
れ
の
事
態
に
応
じ
て

種
々
の
文
章
が
つ
づ
ら
れ
た
｡

④
内
親
王
を
天
皇
の
母
と
し
て
立
后
す
る
場
合
に
は
､
姫
子
内
親
王
や
亮

子
内
親
王
の
よ
う
に
准
母
と
し
て
立
后
す
る
場
合
と
'
令
子
内
親
王
の
よ

う
に
実
母
と
み
な
し
て
立
后
す
る
場
合
が
あ
り
､
両
者
は
宣
命
文
に
も
相

違
が
見
ら
れ
た
｡

【注
】

1

特
に
即
位
宣
命
と
立
太
子
宣
命
に
つ
い
て
は
定
型
の
宣
命
文
を
用
い
る
傾
向
が
強

く
'
弘
化
E
]
(
1
八
四
七
)
年
の
孝
明
天
皇
即
位
宣
命
や
'
天
保
十

1
(
l
八
四
〇
)

年
の
統
仁
親
王

(後
の
孝
明
天
皇
)
の
立
太
子
宣
命
も
多
く
の
部
分
で
奈
良
時
代
の

宣
命
文
と

一
致
し
て
い
る
｡

2

皇
后
と
中
宮
の
相
違
や
､
そ
れ
ぞ
れ
の
変
遷
に
関
し
て
は
'
橋
本
義
彦

｢中
宮
の

意
義
と
沿
革
｣
(『平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』'
昭
和
五
十

一
'
吉
川
弘
文
館
)
に
詳
し

ヽ
0
-.V
3

引
用
は
'
北
川
和
秀
編

『
続
日
本
紀
青
石

校
本

･
総
索
引
』
(昭
和
五
十
七
､
吉

川
弘
文
館
)
に
よ
る
が
､
傍
線
と
丸
数
字
は
私
に
加
え
た
｡

4

井
山
温
子

｢『
し
り
へ
の
政
』
そ
の
権
能
の
所
在
と
展
開
｣
(｢古
代
史
研
究
｣
十
三

号
'

一
九
九
五
)'
田
村
葉
子

｢『儀
式
』
か
ら
み
た
立
后
儀
式
の
構
造
｣
(｢園
撃
院

雑
誌
｣
九
九
巻
六
号
､
平
成
十
年
六
月
)

5

山
中
裕
氏
は

｢古
記
録
を
中
心
と
し
た
立
后
の
儀
に
つ
い
て
｣
(『
講
座
平
安
文
学

論
究
』
十

二

1
九
九
六
'
笠
間
書
院
)
に
お
い
て
'
賊
子
立
后
の
当
日
は
'
中
宮

研
子
の
内
裏
人
と
道
長
の
二
男
教
通
の
結
婚
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
の
混
乱
で

9
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注 日 あ

『 2 こ 粂 寛 注 り
､

の

意
図

の
o

瑳
か

Efml
に あ
つ る
い が
て

は 延
読 書
論 七

夏孟夏毒套慧撃誓書轟琶毒筆萱套義軍董
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要撃言 美 江 注 の 泰 妄 孟奇

蓬 鮮
墓室璽裏書喜蓋

l

霊長童喜後 集 ｡要毒筆董馨≡葦
10

あ
り
､
道
長
に
妨
害
の
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
｡

6

注
2
橋
本
論
文
｡

7

寛
平
九
年
七
月
廿
六
日
条
に
は

｢温
子
為
皇
后
｣
と
あ
る
が
'
延
喜
七
年
六
月
七

日
条
の

｢皇
太
夫
人
｣
が
正
し
い
｡

8

こ
の
十

一
例
す
べ
て
が
准
母
と
し
て
の
立
后
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
'

注
2
橋
本
論
文
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
｡

9

『
中
右
記
』
に

｢天
皇
御
即
位
之
日
被
立
后
例
｣
と
し
て
､
清
和
天
皇
の
母
藤
明

子
'
陽
成
天
皇
の
母
藤
高
子
'
宇
多
院
の
母
班
子
女
王
の
例
に
引
き
続
き
､
｢今
度
合

四
ケ
度
也
｣
と
記
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
三
例
は
皇
太
夫
人
と
な
っ
た
例
で
あ
り
立

后
例
で
は
な
い
が
､
こ
れ
ら
の
場
合
と
令
子
内
親
王
の
立
后
を
当
時
同
様
に
見
な
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
｡

10

令
子
内
親
王
の
立
后
に
あ
た
っ
て
は
､
『中
右
記
』
嘉
承
二
年
十

一
月
廿
六
日
条
の

割
注
に

｢密
々
件
事
院
御
気
色
云
'
非
帝
母
非
帝
妻
之
人
､
先
年
故
郁
芳
門
院
□

后
､
世
人
不
甘
心
之
間
'
彼
女
院
重
悩
之
時
'
我
悔
此
事
謝
申
太
神
宮
7
㌧
其
後
件

女
院
遂
□
不
吉
､
毎
思
出
此
事
'
全
不
可
口
入
之
由
被
仰
云
々
｣
と
先
の
嬉
子
内
親

王
の
立
后
に
関
し
て
､
そ
れ
を
推
し
進
め
た
白
河
上
皇
自
身
が
後
悔
し
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
｡
記
主
の
宗
忠
も

｢心
中
所
思
､
先
帝
八
歳
即
帝
位
､
濁
以
行
幸
､

其
後
及
数
年
'
強
不
可
有
母
后
要
之
虞
'
以
郁
芳
門
院
准
母
儀
､
有
立
后
之
事
､
故

天
道
不
受
欺
｣
と
批
判
し
て
い
る
が
'
令
子
内
親
王
の
立
后
に
つ
い
て
は
､
｢今
度
今

上
五
歳
､
濁
不
可
御
輿
中
'
必
可
有
同
輿
人
'
然
者
又
必
可
有
立
后
也
｣
と
'
嬉
子

内
親
王
の
場
合
と
は
異
な
る
と
し
て
､
母
后
の
立
后
が
必
要
だ
と
記
し
て
い
る
0

11

白
河
上
皇
の
熊
野
参
詣
中
に
､
鳥
羽
天
皇
か
ら
忠
実
の
娘
勲
子

(
の
ち
立
后
に
際

し
て
泰
子
と
改
名
)
の
入
内
勧
誘
を
受
け
'
上
皇
に
無
断
で
交
渉
に
応
じ
た
こ
と
に

よ
り
'
忠
実
は
内
実
を
停
止
さ
れ
宇
治
に
龍
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(保
安
元
年
)0

こ
の
た
め
､
勲
子
は
白
河
上
皇
の
死
去
後
に
鳥
羽
上
皇
に
入
内
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(長
承
二
年
)｡
元
木
泰
雄

『藤
原
忠
実
』
(二
〇
〇
〇
'
吉
川
弘
文
館
)

12

泰
子
の
入
内

･
立
后
の
経
緯
に
関
し
て
は
､
加
茂
明
日
香

｢高
陽
院
泰
子
-
『
院

の
女
御
』
の
立
后
-
｣
(
｢国
文
鶴
見
｣
三
九
､
平
成
十
七
年
三
月
)
に
詳
し
い
｡

13

注
2
橋
本
論
文
｡

14

注
目
元
木
著
書
｡

15

美
福
門
院
得
子
の
父
は
権
中
納
言
藤
原
長
実
で
あ
り
'
関
白
忠
通
を
父
に
も
つ
聖

子
と
は
､
門
地
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
｡
そ
の
た
め
得
子
を
后
位
に
立
て
る
に
際
L
t

聖
子
を
越
え
て
皇
太
后
に
す
る
こ
と
は
不
適
当
と
考
え
ら
れ
た
と
'
橋
本
氏
は
注
2

論
文
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
｡

【引
用
文
献

一
覧
】

北
川
和
秀
編

『
続
日
本
紀
宣
命

校
本

･
総
索
引
』
(昭
和
五
十
七
､
吉
川
弘
文
館
)､

『律
令
』
(日
本
思
想
大
系
､
岩
波
書
店
)'
『
日
本
後
紀
』
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
『
日

本
三
代
実
録
』
『令
集
解
』
『
日
本
記
略
』
『扶
桑
略
記
』
『
朝
野
群
載
』
『帝
王
編
年
集

成
』
(以
上
'
新
訂
増
補
国
史
大
系
'
吉
川
弘
文
館
)'
『御
堂
関
自
記
』
『
小
右
記
』
『
後

二
候
師
通
記
』
『殿
暦
』
(以
上
'
大
日
本
古
記
録
'
岩
波
書
店
)'
『権
記
』
『中
右
記
』

『
長
秋
記
』
(以
上
'
増
補
史
料
大
成
､
塩
川
書
店
)､
『
玉
葉
』
(図
書
寮
叢
刊
､
明

治
書
院
)､
竹
鼻
績

『今
鏡
』
(講
談
社
学
術
文
庫
)｡
な
お
'
引
用
に
あ
た
り
､
宣
命

体
の
双
行
部
分
を
単
行
に
改
め
'
句
読
点
を
私
に
付
し
た
｡

[い
け
だ

ゆ
き
え

･
長
崎
大
学

二

九
九
三
年
卒
業
]
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